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「
延
壽
王
院
」
は
、
太
宰
府

天
満
宮
の
歴
代
宮
司
の
住
ま

い
。
西
鉄
電
車
の
太
宰
府
駅
か

ら
、
名
物
の
「
梅
ヶ
枝
餅
」
な

ど
を
売
る
土
産
物
屋
や
茶
店
が

軒
を
連
ね
る
参
道
を
、
約
三
百

㍍
進
ん
で
境
内
に
入
っ
た
突
き

当
た
り
に
あ
る
。
左
に
折
れ
て

心
字
池
の
太
鼓
橋
を
渡
る
と
本

殿
に
至
る
、
と
い
う
位
置
だ
。

　

電
車
を
降
り
た
参
拝
客
の
多

く
は
直
接
、本
殿
に
向
か
う
が
、

ゆ
っ
く
り
太
宰
府
観
光
を
楽
し

む
参
拝
客
が
「
延
壽
王
院
」
の

門
前
に
立
ち
、
説
明
板
を
読
ん

で
由
来
を
知
る
と
、
改
め
て
塀

の
内
側
の
邸
を
興
味
深
げ
に
眺

め
る
姿
も
目
立
つ
。
門
の
向
か 

っ
て
左
手
に
は
、
雨
の
中
、
蓑

笠
姿
に
提
灯
を
提
げ
て
都
落
ち

す
る
三
条
卿
ら
の
姿
を
浮
き
彫

り
に
し
た
石
碑
が
あ
る
。
邸
内

の
母
屋
の
前
の
中
庭
に
は
、
昭

和
十
六
年
建
立
の
金
子
堅
太
郎

撰
、
西
高
辻
信
稚
（
当
時
の
宮

司
）
書
の
「
五
卿
遺
蹟
」
の
碑

が
建
っ
て
い
る
。

　

維
新
の
策
源
地
に

　

国
論
が
勤
皇
、
佐
幕
に
二
分

さ
れ
混
迷
を
極
め
て
い
た
文
久

三
年
（
一
八
六
三
）
八
月
、
朝

廷
は
佐
幕
派
の
ク
ー
デ
タ
ー
で

急
進
派
が
敗
れ
、
三
条
卿
ら
尊

尊攘派の五卿が滞在
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参
拝
客
で
埋
ま
る
参
道
。
突
き
当
た
り
が
「
延
壽
王
院
」

明治維新の歴史を秘める
　

学
問
の
神
様
・
菅
原
道
真
公
を
祭
る
福
岡
県
太
宰
府
市
の

太
宰
府
天
満
宮（
西
高
辻
信
良
宮
司
）は
、
こ
の
春
も
初
詣
に

始
ま
り
受
験
合
格
祈
願
や
観
梅
な
ど
大
勢
の
参
拝
客
で
に
ぎ

わ
っ
た
。
天
満
宮
の
境
内
に
は
、
朝
廷
の
政
変
で
京
都
を
逃

れ
た
三
条
実
美
ら
尊
皇
攘
夷
派
の
五
人
の
公
卿
が
滞
在
し
た

「
延
壽
王
院
」
が
あ
る
。
参
拝
客
の
中
に
は
、
門
前
の
説
明
板
を

目
に
し
て
、
日
本
の
黎
明
を
も
た
ら
し
た
幕
末
動
乱
期
の
主

役
た
ち
に
、
改
め
て
関
心
を
向
け
る
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

攘
派
の
七
卿
は
再
興
を
期
し
て

一
旦
、
長
州
に
退
い
た
。
し
か

し
、
そ
の
長
州
藩
は
、
形
勢
挽

回
の
た
め
翌
、
元
治
元
年
（
一 

八
六
四
）
七
月
十
九
日
、会
津
、

薩
摩
藩
と
交
戦
し
た
「
禁
門
の

変
」
で
敗
退
。
幕
府
に
よ
る
第

一
次
長
州
征
伐
で
抗
戦
せ
ず
に

降
伏
し
た
。

　

幕
府
は
降
伏
の
条
件
の
一
つ

に
、
そ
の
と
き
長
州
に
い
た
三

条
卿
と
三
条
西
季
知
、
東
久
世

通
禧
、
壬
生
基
修
、
四
条
隆
謌

の
五
卿
の
他
藩
へ
の
移
動
を
挙

げ
、
曲
折
を
経
て
太
宰
府
に
転

座
し
た
。
五
卿
は
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
二
月
十
三
日
か

ら
復
位
す
る
同
三
年
十
二
月
ま

で
、二
年
十
カ
月
「
延
壽
王
院
」

に
滞
在
し
た
。

　

こ
の
間
、
西
郷
隆
盛
、
高
杉

晋
作
、
坂
本
龍
馬
ら
勤
皇
の
志

士
が
頻
繁
に
訪
れ
、
太
宰
府
は

明
治
維
新
の
策
源
地
と
な
っ

た
。

　

盛
大
だ
っ
た
70
周
年
祭

　

昭
和
十
年
三
月
十
七
日
、
太

宰
府
で
は
「
五
卿
西
竄
（
ざ
ん

＝
逃
れ
る
こ
と
）
七
十
年
記
念

祭
」
が
町
を
あ
げ
て
挙
行
さ
れ

た
。「
延
壽
王
院
」
中
庭
の
「
五

卿
遺
蹟
」
の
碑
は
、
そ
の
折
り

建
立
が
発
案
さ
れ
た
と
い
う
。

　

天
満
宮
宝
物
館
に
は
、
蓑
、

笠
、
刀
剣
は
じ
め
五
卿
の
遺
品

が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
常
設
展

示
の
ほ
か
、
適
宜
、
企
画
展
も

開
催
さ
れ
る
。
見
学
者
は
多
い

そ
う
だ
。

「延壽王院」の門と、門前でガイドの説明を聞く参拝客

中庭の「五卿遺蹟」の碑
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な
い
か
と
、
教
育
現
場
に
い
る

と
痛
感
い
た
し
ま
す
。

　

私
た
ち
が
今
、
平
和
な
日
本

に
暮
ら
せ
る
の
は
誰
の
お
か
げ

な
の
か
。
先
人
た
ち
の
さ
れ
た

こ
と
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
、
そ
れ
を

継
承
し
て
い
く
か
を
問
わ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
一
人
の
日
本
人
、
教
員

と
し
て
微
力
な
が
ら
国
を
愛
す

る
立
派
な
〝
日
本
人
〟
を
育
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
福

岡
県
久
留
米
市
・
31
歳
・
教
員
・

女
性
）

　
　
　
　
　

□

　

玄
洋
社
の
方
々
の
実
直
な
仁

義
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
あ

の
よ
う
に
国
の
た
め
、
ア
ジ
ア

　

貴
重
な
史
料
と
お
話
で
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
福
岡
に

参
り
ま
す
が
、
時
間
が
あ
れ
ば

う
か
が
い
ま
す
。（
東
京
都
・

29
歳
・
俳
優
・
男
性
）

　
　
　
　
　

□

　

以
前
に
も
一
度
、
お
邪
魔
し

た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
と
き
に

も
館
報
を
た
く
さ
ん
持
ち
帰
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
展
示

さ
れ
て
い
る
も
の
も
大
変
興
味

深
く
、
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ぜ
ひ
訪
問
し
た
い
で

す
。（
山
口
県
宇
部
市
・
24
歳
・

事
務
・
女
性
）

　
　
　
　
　

□

　

県
立
学
校
で
教
員
を
し
て
い

ま
す
が
「
愛
国
心
」
な
ど
と
い

う
言
葉
は
タ
ブ
ー
と
い
う
雰
囲

気
が
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

　

玄
洋
社
の
憲
則
が
い
う
「
皇

室
を
敬
い
、
国
を
愛
し
、
民
権

を
守
る
」
と
い
う
の
は
、
今
の

日
本
で
一
番
必
要
な
こ
と
で
は

の
平
和
の
た
め
に
利
他
に
徹
し

生
き
抜
い
た
先
人
の
魂
を
、
自

分
の
中
に
わ
ず
か
で
も
見
出
し

た
い
と
思
い
ま
す
。（
山
梨
県

都
留
市
・
35
歳
・
会
社
員
・
男
性
）

　
　
　
　
　

□

　

在
野
の
ま
ま
国
を
憂
い
、
さ

ら
に
は
ア
ジ
ア
、
世
界
を
見
つ

め
た
姿
に
憧
れ
を
感
じ
ま
し

た
。
ま
だ
若
く
、
何
者
に
も
成

り
得
て
い
な
い
自
分
で
は
あ
り

ま
す
が
、
志
は
高
く
大
き
く
生

き
て
い
き
た
い
、
そ
の
よ
う
な

思
い
を
抱
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。（
福
岡
県
大
野
城
市
・
22
歳
・

フ
リ
ー
タ
ー
・
男
性
）

　
　
　
　
　

□

　

歴
史
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ

と
が
と
て
も
多
く
て
、
も
っ
と

本
を
読
ま
ね
ば
と
反
省
し
ま
し

た
。

　

近
所
な
の
で
、
ま
た
寄
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
次
回
は

も
っ
と
勉
強
し
て
お
き
ま
す
。

（
福
岡
市
・
28
歳
・
モ
デ
ル
・
女
性
）

　
　
　
　
　

□

　

歴
史
的
に
も
大
変
貴
重
な
資

料
を
拝
見
で
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
聞
の
連
載
な
ど
で
玄
洋
社

の
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
の
を
読
み
、
関
心
を
持
ち
ま

し
た
。

　

日
本
の
歴
史
に
大
き
く
影
響

を
与
え
た
方
々
が
福
岡
か
ら
出

て
い
た
こ
と
を
大
変
誇
り
に

思
っ
て
い
ま
す
。
玄
洋
社
や
そ

れ
に
か
か
わ
る
方
々
が
正
し
く

評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
も
こ
れ
か
ら
学
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（
福
岡
市
・

37
歳･

社
会
保
険
労
務
士
・
男
性
）

　
　
　
　
　

□

　

す
ば
ら
し
い
顔
を
さ
れ
て
い

る
多
く
の
志
士
た
ち
の
写
真
。

雄
大
な
気
を
発
す
る
書
。
非
常

に
感
激
い
た
し
ま
し
た
。（
東

京
都
・
45
歳
・
自
営
業
・
男
性
）

　
　
　
　
　

□

　

先
人
の
生
き
様
を
思
う
と

き
、
私
も
何
か
を
為
す
べ
き
で

あ
り
、
社
会
の
た
め
に
行
動
す

る
と
き
だ
と
の
思
い
を
強
く
し

ま
し
た
。（
福
岡
市
・
54
歳
・
会

社
員
・
男
性
）

　
　
　
　
　

□

　
「
殺
身
成
仁
」
の
精
神
で
只

管
に
ア
ジ
ア
の
た
め
に
挺
身
さ

れ
た
先
輩
方
の
遺
烈
を
慕
い
、

玄
洋
社
記
念
館
に
参
り
ま
し

た
。

　

玄
洋
社
社
員
の
方
々
の
無
私

の
精
神
と
義
烈
の
足
跡
を
追
体

験
す
る
こ
と
で
、
謬
っ
た
歴
史

観
の
も
た
ら
し
た
先
人
と
の
精

神
的
断
裂
が
修
復
さ
れ
、
羊
の

よ
う
に
生
き
る
我
々
に
も
勇
気

が
湧
い
て
き
ま
す
。（
仙
台
市
・

29
歳
・
書
生
・
男
性
）

　
　
　
　
　

□

　

玄
洋
社
や
近
代
日
本
に
至
る

歴
史
。
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ

と
だ
ら
け
の
自
分
を
反
省
し
ま

し
た
。
福
岡
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
諸
先
輩
に
学
び
、
自
己
を
磨

い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
岡
近
隣
の
学
生
仲
間
が
集

ま
っ
て
「
志
格
塾
」
と
い
う
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
機
会
が
あ

れ
ば
、
ま
た
伺
わ
せ
て
頂
き
た

い
と
お
も
い
ま
す
。

　

本
日
は
丁
寧
に
説
明
ま
で
し

て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
北
九
州
市
・
27
歳
・
研

修
医
・
男
性
）

　
　
　
　
　

□

　

感
動
し
ま
し
た
。
明
日
か
ら

ま
た
が
ん
ば
れ
ま
す
。

　

先
人
た
ち
の
魂
を
感
じ
ま
し

た
。（
広
島
県
三
次
市
・
30
歳
・

男
性
）

　
　
　
　
　

□

　

日
本
と
ア
ジ
ア
の
憂
慮
す
べ

き
現
状
の
中
で
、
玄
洋
社
に
集

ま
っ
た
人
々
の
ア
ジ
ア
に
対
す

る
思
い
や
行
動
を
知
り
、
強
く

心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。「
政

治
」
と
い
う
も
の
は
、
も
っ
と

大
き
な
観
点
で
提
言
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
大
阪
市
・
31
歳
・
講
師
・
男
性
）

　

進
藤
喜
平
太
翁　
　
　
　

中
野　

正
剛

進
藤
喜
平
太
の
思
い
出
・
第
２
部

「
追
悼
録
」か
ら

▶３◀

　
（
前
号
か
ら
）

　

進
藤
先
生
を
仰
ぎ
て
七
十
六
歳
の
高
齢
に
至
る
ま
で
、
玄

洋
社
の
任
務
を
全
う
せ
し
め
し
人
に
喜
多
島
淳
君
あ
り
。
常

に
曰
く
。
余
今
日
に
至
る
ま
で
先
生
を
奉
じ
て
手
足
の
勞
に

服
す
。
長
年
月
の
間
未
だ
一
度
も
進
藤
先
生
が
自
己
を
語
り

し
を
聞
か
ず
。
先
生
の
誠
実
、先
生
の
友
情
、先
生
の
豪
膽
、

皆
な
其
の
經
歴
の
久
し
き
に
及
び
て
、
自
ら
他
よ
り
之
を
推

賞
せ
し
の
み
。
先
生
は
實
に
自
己
の
功
名
を
説
か
ざ
る
の
み

な
ら
ず
、
自
己
の
貧
を
す
ら
説
か
ざ
る
な
り
。
是
れ
豈
に
尋

常
人
の
企
及
し
得
る
所
な
ら
ん
や
と
。
若
し
事
功
を
擧
げ
て

先
生
の
英
名
を
飾
ら
ん
か
。
慷
慨
激
発
せ
し
玄
洋
社
の
活
映

畫
は
、
一
と
し
て
進
藤
先
生
を
登
場
の
主
要
人
物
と
せ
ざ
る

は
な
し
。
然
れ
ど
も
玄
洋
社
の
壮
圖
を
擧
げ
て
、
如
何
に
之

を
宣
揚
す
る
も
、
一
個
進
藤
の
純
人
格
に
對
し
て
、
毫
も
其

の
眞
価
を
増
減
す
る
の
料
と
な
す
に
足
ら
ず
。
進
藤
の
人
格

は
遙
か
に
塵
寰
よ
り
飄
逸
し
て
、
區
々
た
る
世
の
功
名
に
超

越
せ
り
。
若
し
進
藤
先
生
に
し
て
中
原
の
主
潮
に
棹
さ
さ
し

め
ん
か
。
亜
細
亜
の
風
雲
に
嘯
か
し
め
ん
か
。
其
の
事
功
は

漸
く
に
し
て
、
先
生
の
人
格
に
追
随
す
る
を
得
べ
き
な
り
。

　

筆
者
の
進
藤
先
生
を
語
る
や
、
世
人
往
々
に
し
て
之
が
匹

儔
を
擧
げ
て
、
比
較
対
照
せ
ん
と
す
。
曰
く
杉
浦
天
台
道
士

に
比
せ
ば
如
何
。
曰
く
某
々
名
士
に
比
せ
ば
如
何
と
。
進
藤

先
生
は
此
等
の
諸
名
士
と
全
く
趣
を
異
に
す
。
先
生
に
は
謹

直
と
云
ひ
、
廉
潔
と
云
ひ
、
篤
實
と
云
ふ
が
如
き
、
彫
琢
の

痕
跡
を
留
め
ず
、
平
々
淡
々
と
し
て
眞
に
水
の
如
し
。
善
事

は
黙
し
て
己
一
人
之
を
躬
行
す
。
嘗
て
人
を
勧
誘
せ
ず
、
又

人
の
之
を
行
は
ざ
る
を
責
め
ざ
る
な
り
。

（
続
く
）

熱心に展示品に見入る来館者

来
館
者
の声
玄
洋
社
記
念
館
に
来
館
さ
れ

た
方
々
の
感
想
文
の
一
部
で

す
。
要
約
し
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。



ボース氏追及の手はその後、緩まる。ボース氏は年に一度、
当時の支援者を招いて謝恩の会を開いた。写真は昭和７
年の会。中央の眼鏡の人が頭山翁、その右は犬養毅翁、
左は内田良平氏、後ろがボース氏＝玄洋社記念館所蔵

玄　　　　　　　　　洋（３）平成１９年４月１日 第　９７　号
　

福
岡
の
テ
レ
ビ
西
日
本
は
、

昨
年
十
二
月
十
日
（
十
一
日
午

前
零
時
十
五
分
）
と
今
年
二
月

十
四
日
の
二
度
「
イ
ン
ド
カ

リ
ー
１
０
０
年
の
夢
│
Ｒ
・Ｂ
・

ボ
ー
ス
と
頭
山
満
」
を
制
作
、

放
映
し
た
。

　

イ
ン
ド
の
独
立
運
動
家
、
ラ

﹁
国
外
退
去
﹂か
ら
の
救
出
な
ど

ス
・
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス
の
活
動

を
軸
に
、
玄
洋
社
の
手
厚
い
支

援
や
東
京
の
新
宿
中
村
屋
に
、

同
店
の
看
板
商
品
に
な
っ
て
い

る
イ
ン
ド
カ
レ
ー
の
製
法
を
教

え
た
話
な
ど
が
展
開
さ
れ
た
。

　

ボ
ー
ス
は
、
イ
ン
ド
総
督
の

爆
殺
未
遂
事
件
で
大
正
四
年
六

月
、
日
本
に
逃
亡
。
孫
文
を
介

し
て
頭
山
満
翁
と
法
学
者
、
寺

尾
亨
を
知
る
。

　

玄
洋
社
の
支
援
の
圧
巻
は
、

日
本
政
府
の
国
外
退
去
命
令
を

受
け
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
ボ
ー

ス
の
、
頭
山
翁
は
じ
め
玄
洋
社

の
面
々
に
よ
る
救
出
作
戦
だ
。

　

ボ
ー
ス
は
同
年
十
一
月
二
十 

八
日
に
、
五
日
間
の
期
限
で
国

外
退
去
命
令
を
受
け
る
。

　

そ
こ
で
頭
山
翁
の
「
非
常
手

段
に
依
り
神
隠
し
そ
の
ま
ま
の

大
腹
芸
」（
藤
本
尚
則
編
著
「
頭

山
満
翁
寫
眞
傳
」
よ
り
）
が
演

じ
ら
れ
る
。

　

十
二
月
一
日
の
夜
、
東
京
・

霊
南
坂
の
寺
尾
邸
で
ボ
ー
ス
の

送
別
会
が
開
か
れ
る
。
表
に
は

監
視
の
警
察
官
が
待
機
し
て
い

る
。
宴
会
が
終
わ
っ
て
ボ
ー
ス

は
寺
尾
邸
隣
の
頭
山
邸
に
挨
拶

に
行
く
。
そ
こ
で
外
套
を
着
て

変
装
し
台
所
か
ら
路
地
に
抜
け

出
し
て
、
杉
山
茂
丸
（
玄
洋
社

員
）
が
用
意
し
た
外
車
で
走
り

去
っ
た
。
ボ
ー
ス
は
、
新
宿
中

村
屋
の
経
営
者
、
相
馬
愛
蔵
家

に
保
護
さ
れ
る
。

　

番
組
は
、
イ
ン
ド
ロ
ケ
も
実

施
。
頭
山
翁
の
胆
力
と
頭
山
翁

は
じ
め
玄
洋
社
の
人
々
の
ア
ジ

ア
諸
国
の
独
立
に
懸
け
る
熱
意

を
描
き
出
し
て
い
た
。

賛
助
会
員
芳
名
録

19
年
1
月
20
日
現
在

（
敬
称
略
）

　

▼
個
人
の
部

　

【
二
万
円
】

荒
津　

茂
徳　
　

（
日
進
市
）

　

【
一
万
円
】

大
島　

泰
治　

（
大
野
城
市
）

橋
田　

文
也　
　

（
福
岡
市
）

嶋
津　

好
子  

（
筑
紫
野
市
）

西　

登
喜
夫　
　

（
福
岡
市
）

宮
崎　
　

剛
（
米
国
・
ロ
サ
ン

　
　
　
　
　
　

ゼ
ル
ス
市
）

上
江
洲　

基　
　

（
名
護
市
）

　

玄
洋
社
記
念
館
賛
助
会
員

の
皆
様
に
は
ご
健
勝
で
お
過

ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
当
記
念

館
の
活
動
へ
の
日
頃
か
ら
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
、
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
四
月
の
新
年
度
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
当
記
念

館
は
平
成
十
九
年
度
分
の
賛

助
会
費
の
受
け
付
け
を
同
月

一
日
か
ら
始
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
法
人
会
員
の
皆

様
、
個
人
会
員
の
皆
様
、
共

に
厳
し
い
経
済
環
境
の
中

で
、
誠
に
恐
縮
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

賛
助
会
費
の
受
け
付
け
要

領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
【
賛
助
会
費
の
額
】

　

▽
個
人
会
員
＝
一
口
一
万

円
　

▽
法
人
・
団
体
会
員
＝
一

口
三
万
円

　

納
入
は
郵
便
振
込
ま
た
は

銀
行
振
込
で
お
願
い
致
し
ま

す
。
振
込
先
は
次
の
と
お
り

平
成
19
年
度

会
費
納
入
の
お
願
い

会
費
納
入
の
お
願
い

で
す
。

　
【
郵
便
振
込
】
口
座
番
号

０
１
７
７
０
～
１
～
２
０
７ 

３
８

　
【
銀
行
振
込
】
西
日
本
シ

テ
ィ
銀
行
赤
坂
門
支
店　

普

通
預
金　

口
座
番
号
０
７
４ 

０
０
４
７

　

宛
名
は
い
ず
れ
も
「
玄
洋

社
記
念
館
」
で
す
。

　
　
　
　

◇

　

当
記
念
館
に
は
、
昨
年
度

も
多
数
の
見
学
者
が
あ
り
ま

し
た
が
、
若
い
見
学
者
が
増

え
た
こ
と
、
遠
方
か
ら
の
見

学
者
が
増
え
た
こ
と
が
特
徴

と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
年

代
は
十
代
か
ら
四
十
代
、
地

域
で
は
東
北
、
関
東
、
関
西

な
ど
か
ら
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
応
え
る

べ
く
、
当
記
念
館
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
さ
ら
に
活
動
の

活
発
化
に
努
力
す
る
所
存
で

す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　社
団

法
人
玄
洋
社
記
念
館

代
表
取
締
役

花　

田　
　
　
　

勲

代
表
取
締
役

長　

尾　
　

三　

郎

創
業　
文
化
五
年（
一
八
〇
八
年
）

冨

永

信

太

郎

福
岡
市
西
区
周
船
寺
三
丁
目
一
一
番
六
四
号

電　
話（
〇
九
二
）八
〇
六
ー
一
〇
一
六

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
九
二
）八
〇
六
ー
一
〇
一
七

合
資
会
社　

米
長
商
店

コ
メ

チ
ョ
ウ

〒819-0373

味噌・醤油

頭
山
翁
の
ボ
ー
ス
支
援

地
元
テ
レ
ビ
が
番
組
に



を
、
男
き
ゝ
て
か
ぎ
り
な
く
あ

は
れ
に
お
ぼ
え
、
今
の
女
を
ば

は
な
ち
や
り
て
、
も
と
の
妻
に

ふ
た
心
な
く
し
て
、
い
と
め
で

た
く
過
に
け
り
な
ん
ど
、
書
き

し
る
し
あ
る
を
見
る
に
つ
け
て

は
、
実げ

に
も
む
か
し
の
女
の
優

に
や
さ
し
か
り
け
り
。

　

女
と
生
れ
し
果
報
に
は
、
か

く
後
の
世
に
も
つ
た
ふ
る
程
の

あ
は
れ
に
あ
ひ
つ
。
後
の
世
の

人
の
賞め

で
吟
ず
る
程
の
歌
を
も

よ
み
出
た
ら
ん
に
は
、
こ
よ
な

う
い
み
じ
う
あ
り
な
ん
な
ど
お

も
ひ
居
し
が
、
今
か
く
は
か
な

き
身
と
な
り
候
ひ
て
は
、
お
も

は
じ
と
思
ふ
ほ
ど
お
も
ひ
み
だ

れ
て
、
我
身
な
が
ら
浅
猿
と
お

も
ふ
こ
と
は
候
ふ
が
、
さ
り
と

て
父
母
の
教
、
ま
た
物
の
本
に

し
る
し
た
る
理
を
か
へ
り
見

て
、
女
の
物
妬
み
は
い
と
は
し

た
な
し
と
心
に
戒
め
、
露
ば
か

り
も
面お

も
てに

は
出
し
候
は
ず
。
唐も

ろ

土こ
し

の
聖
人
は
婦
に
三
従
の
道
あ

 

宇
田
川
文
海
『
西
南
拾
遺
』（
十
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）

明
治
十
二
年
九
月
刊
行

　
　

小
室
信
介
閲

　
　

宇
田
川
文
海
編
輯

『
西
南
拾
遺
』
巻
之
三

　

新
士
色
に
溺
れ
て
石
束
に　

　

懲
こ
ら
しめ

さ
る
。
松
江
書
を
留

　

め
て
新
士
を
感
ぜ
し
む
。

　
（
続
き
）

　
「
又
む
か
し
あ
る
男
、
そ
の

妻
に
志
う
す
ら
ぎ
、
め
づ
ら
し

き
女
を
よ
び
い
れ
て
あ
さ
か
ら

ず
契
り
け
り
。
此
妻
い
さ
ゝ
め

も
心
に
か
け
ず
、
う
ら
み
た
る

け
は
ひ
も
な
く
、
日ひ

数か
ず

ふ
る

ま
ゝ
に
、
秋
の
夜
の
長
き
に
寝い

も
ね
ら
れ
ず
、
ひ
と
り
灯と

も
し
び火

か
ゝ
げ
て
う
ち
か
た
ふ
き
居
り

け
る
に
、
鹿
の
音
か
す
か
に
聞

え
け
れ
ば
、

　
　

我
も
鹿
な
き
て
ぞ
人
に
恋

　

ぐ
れ
し
今
こ
そ
よ
そ
と
声
は

　

き
け
ど
も

と
声
し
の
ば
し
て
咏
じ
け
る

り
と
こ
そ
説
き
玉
ひ
た
れ
。

　

さ
れ
ば
我
身
の
今
夫
に
従
は

で
、
い
づ
く
へ
か
ゆ
く
べ
き
。

又
婦
人
に
七
去
の
戒
あ
り
。
物

妬
み
し
て
去
ら
れ
な
ば
、
い
か

ば
か
り
か
悲
し
か
ら
ん
。
仏
も

女
人
は
罪
深
か
し
と
て
種
々
の

教
を
世
に
伝
へ
玉
ふ
。
中
に
外げ

面め
ん

如
菩
薩
、
内
心
如
夜
叉
な
ん

ど
い
ひ
て
、
女
の
腹
あ
し
き
を

戒
め
玉
ひ
ぬ
。
さ
れ
ば
今
は
し

た
な
き
心
を
出
し
て
、
夫
に
か

に
か
く
云
ひ
争
は
ば
、
大や

ま
と倭
も

ろ
こ
し
、
或
は
西
の
国
の
仏
た

ち
の
御
教
に
も
一
々
悖
り
て
い

と
罪
深
き
身
の
上
と
や
な
り
候

は
ん
。

　

凡お
よ
そ

人
間
の
事
は
愛
別
離
苦
、

怨お
ん

憎ぞ
う

会え

苦く

、
四
苦
八
苦
な
ん
ど

仏
の
い
ひ
玉
ひ
し
理
も
あ
れ

ば
、
妾
が
か
く
此
家
に
来
て
よ

り
一
度
も
夫
に
や
さ
し
き
言
の

葉
を
得
聞
か
ず
、
温
か
な
る
飯い

い

さ
へ
喉
に
入
ら
ざ
る
程
の
憂
き

も
常
業
と
し
つ
。

　

あ
き
ら
む
れ
ば
左
ま
で
難か

た

き
こ
と
は
候
ふ
ま
じ
。
火
に
入

ら
ば
入
れ
、水
に
沈
ま
ば
沈
め
、

妾
は
夫
を
天
と
し
事つ

か

へ
て
顧
み

る
心
は
あ
ら
ず
。
今
妾
死
な
ば

誰
か
は
妾
の
心
を
知
ら
ん
。
五

月
雨
の
涙
に
湿
る
独ひ

と
り
ね寝
の
夜
半

に
、
血
を
吐
き
て
啼
く
と
ぞ
聞

ゆ
る
、
あ
し
び
き
の
山

や
ま
ほ
と
と
ぎ
す

杜
鵑
に

う
ち
明
け
て
頼
ま
ば
や
」

　

な
ん
ど
か
い
し
る
し
て
、
猶

其
奥
に
し
か
じ
か
と
あ
は
れ
な

る
意こ

こ
ろ
許あ

ま
た多
か
い
つ
け
あ
れ
ば
、

新
士
は
く
り
か
へ
し
つ
ゝ
、
涙

に
く
れ
て
読
み
了
り
、
扨
は
こ

の
文
こ
そ
我
が
去こ

年ぞ

の
春
の
末

よ
り
博
多
の
町
に
ゐ
び
た
り

て
、
半
年
余
り
も
帰
り
来
ざ
り

し
か
ば
、
其
間
の
つ
れ
づ
れ
に

か
く
物
し
た
る
文
成
ら
ん
。
去

に
て
も
か
ゝ
る
心
ば
へ
の
女
を

つ
れ
な
く
な
せ
し
こ
そ
、
い
と

も
い
と
も
遺

の
こ
り
お
し憾け

れ
と
不
覚
の

涙
に
沈
み
け
り
。

　

十
八
公
の
栄
は
霜
の
後の

ち

に
露あ

ら
わ

れ
、
一
千
年
の
色
は
雪
の
中う

ち

に

深ふ

か
し
と
か
や
。
常
盤
な
る
松

の
緑
を
名
に
し
負
ふ
松
江
の
文

の
、
お
の
づ
か
ら
か
た
き
操
の

あ
ら
は
れ
て
、
い
と
あ
は
れ
に

ぞ
見
え
に
け
る
。
新
士
も
、
曩

に
石い

し

束づ
か

の
為
に
い
た
く
懲こ

ら

さ
れ

て
よ
り
後
は
、
松
江
の
操
を
知

る
も
の
か
ら
、
い
か
で
呼
び
も

ど
し
て
友
白
髪
、
あ
ひ
お
い
の

契
り
を
千
代
か
け
て
契
ら
む
も

の
を
と
、
お
も
ふ
を
り
ふ
し
、

か
く
真
心
う
つ
せ
し
文
の
目ま

の

あ
た
り
あ
ら
は
れ
し
に
ぞ
。

　

猶
更
い
と
を
し
む
心
出
来

て
、
さ
ら
ぬ
だ
に
緑
の
松
も
春

来
し
ご
と
く
、
い
ま
ひ
と
し
ほ

の
色
ま
さ
り
て
見
え
け
れ
ば
、

益
々
前さ

き

日の
ひ

の
非
な
る
を
悟
り
、

こ
の
上
は
一ひ

と

入し
お

の
勉
強
も
て
、

従
来
流
せ
し
浮
名
を
も
雪そ

そ

が
ん

も
の
を
と
お
も
ひ
立
ち
、
今
よ

り
諸
県
を
巡
歴
し
て
有
志
の
族や

か
ら

と
懇
信
を
結
び
、
他
日
国
家
に

大
事
あ
る
の
日
は
、
諸
人
に
先

き
立
ち
て
報
国
の
実
蹟
を
顕
は

し
、
祖
先
父
母
の
家
を
も
興

し
、
名
を
も
挙
ん
と
志
し
、
名

さ
へ
震
志
と
改
め
て
、
聊
か
の

家
財
を
も
売う

り

代し
ろ

な
し
、
親
族
一

門
の
者
に
は
、
商
法
見
習
の

為
、
浪
花
に
ゆ
く
よ
し
、
云
ひ

お
き
て
、
さ
し
て
行
手
は
不
知

火
の
筑
紫
を
跡
に
、
鳥
が
な
く

東あ
ず
まの

空
へ
と
立た

ち

出い
で

け
り
。
是
明

治
五
年
秋
八
月
の
末
な
り
け

る
。

　

む
か
し
漢
の
代よ

の
司
馬
相
如

は
、
志
を
立
て
郷
関
を
出い

づ

る

時
、
郷
里
の
橋
に
字
を
題
し

て
、
駟し

馬め

の
車
（
四
頭
立
て
の

馬
車
）
に
乗
ら
ず
ん
ば
、
再
び

此
橋
を
過よ

ぎ
ら
じ
と
誓
ひ
し
こ

と
も
あ
れ
ば
と
て
、
太
宰
府
の

天
満
宮
の
祠
前
に
至
り
、
合
掌

し
て
誓
ふ
ら
く
。

　

僕
、
平
素
の
大
望
を
遂
げ
ん

が
為
、
今
月
今
日
此
国
を
去
て

東
方
に
赴
か
ん
と
す
。
然
る
に

遊
歴
の
間
、
天
下
の
名
士
に
邂

逅
し
、
共
に
天
下
の
大
事
を
約

す
る
こ
と
あ
ら
ず
ん
ば
、
誓
て

又
此
祠
前
を
過よ

ぎ

ら
ず
。
若
し
此

誓
を
偸か

ゆ
る
ご
と
く
ん
ば
、

冥
罰
立

た
ち
ど
こ
ろに

至
り
、
天
雷
五

體
を
打
裂
せ
ん
。

　

帰き

命み
ょ
う

頂ち
ょ
う

礼ら
い

天て
ん

満ま
ん

大だ
い

自じ

在ざ
い

威い

徳と
く

天て
ん

神じ
ん

と
幾
度
と
な
く
唱
へ
つ

ゝ
、
や
を
ら
太
宰
府
を
立
出

で
、
博
多
の
町
も
後
に
見
つ
。

内
野
、
飯
塚
打
過
ぎ
て
、
小
倉

の
浜
よ
り
一
帯
の
瀬
戸
う
ち
越

え
て
、
う
み
を
な
す
長
門
の
う

ら
な
る
赤
間
が
関
よ
り
左
に
折

れ
て
十と

お

余
り
三
、
四
里
も
あ
ゆ

み
て
、
萩
城
の
旅は

た
ご宿
に
暫し

ば
し時
疲

を
休
め
、
曾
て
有
志
の
聞
え
高

き
前
原
一
誠
の
許も

と

に
ゆ
き
て
、

己お
の

が
宿
意
を
う
ち
明
け
て
、
天

下
の
事
を
語
ら
ひ
つ
ゝ
、
三
四

日
も
逗
留
し
つ
。

（
続
く
）

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧　

豊
美

石
瀧　

豊
美
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新
士
、
名
を
震
志
と
改　

　

む
。
奥
平
謙
輔
、
震
志
に

　

面
会
す
。

新
士
は
太
宰
府
を
出
立
し
内
野
（
嘉
麻
市
）、
飯
塚
（
飯
塚
市
）
を
抜
け

小
倉
（
北
九
州
市
）
へ
向
か
っ
た
＝
写
真
は
飯
塚
市
の
旧
長
崎
街
道


